
GUNMA
Sports
museum

ぐんま総合スポーツセンター スポーツ資料館

アクセス
バ　　ス タ ク シ ー

JR前橋駅発 群大荒牧経由渋川市内行
群大正門前下車徒歩10分

JR前橋駅発 渋川市内行
又は小児医療センター行
関根町下車徒歩10分

JR新前橋駅発 総合スポーツセンター行

JR群馬総社発 総合スポーツセンター行

JR両毛線 前橋駅下車
所要時間25分

JR両毛線
JR上越線

新前橋駅下車
所要時間25分

JR上越線 群馬総社駅下車
所要時間15分

●開館時間 9：00～17：00 
●休 館 日 毎週月曜日

●お問合せ 027-234-1200

R17

国 体 道 路

至 前橋市街 桃川小学校

JA-SS
コンビニ

至 グリーンドーム 至 渋川
至 上毛大橋

至 渋川
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センター全体図センター全体図

①ぐんまアリーナ／②ぐんま武道館／③ぐんま武道館 
弓道場／④本館／⑤サブアリーナ／⑥アイスアリーナ
／⑦テニスコート／⑧ふれあいグラウンド／⑨宿泊棟
／⑩スポーツ資料館／⑪仮設アーチェリー場　

（                                      ）月曜が祝日の場合は翌日が休館日、月曜が10日の
場合は開館し、翌日が休館日となります。
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〒371-0047 前橋市関根町800 番地
公益財団法人 群馬県スポーツ協会

森田　武雄　レスリング
昭和 40年（1965 年）世界選手権大会（イギリス）
　　　　　　　　　　フリースタイル・フェザー級 3位
昭和 44 年（1969 年）世界選手権大会（アルゼンチン）
　　　　　　　　　　フリースタイル・フェザー級優勝

鈴木　惣太郎　野球
昭和 6年（1931 年）米大リーグ招へいに尽力し、初来日を実現
昭和 9年（1934 年）日本人初のプロ野球チーム東京ジャイアンツ（現：読売巨人軍）設立に参画
昭和 44 年（1969 年）野球殿堂入り

持田　盛二　剣道
明治 44年（1911 年）武道専門学校助教以後、千葉県警・東京高師・警視庁・学習院
　　　　　　　　　　旧制一高（現：東京大学）等の剣道師範を歴任
昭和 4年（1929 年）御大典記念天覧武道大会　優勝
全日本剣道連盟審査員　剣道師範 10 段　現在の剣聖と称される。

富沢　英彦　陸上競技
昭和 45年（1970 年）ユニバーシアード（イタリア）走高跳　5位
昭和 45 年（1970 年）第 6回アジア大会（バンコク）走高跳　2位
昭和 47 年（1972 年）第 20 回ミュンヘンオリンピック大会　走高跳　出場

田村（旧姓 前田）  悦智子　バレーボール
昭和 49年（1974 年）メキシコ世界選手権大会　優勝
昭和 51 年（1976 年）第 21 回モントリオールオリンピック大会　優勝
昭和 52 年（1977 年）ワールドカップ　優勝（日本チーム主将）

岩崎　賢二　ウェイト
昭和 53年（1978 年）世界選手権大会（アメリカ）出場
昭和 54 年（1979 年）世界選手権大会（ギリシャ）7位

佐藤　忠正　カヌー
昭和 39～60 年（1964～1985 年）世界選手権大会　7回出場
昭和 39 年（1964 年）第 18 回東京オリンピック大会　出場
昭和 47 年（1972 年）第 20 回ミュンヘンオリンピック大会　出場

出野　晴信　フェンシング
昭和 62年（1987 年）アジアジュニア選手権大会　団体 2位
昭和 62・平成元年（1987・1989 年）世界ジュニア選手権大会　出場
昭和 63 年（1988 年）第 24 回ソウルオリンピック大会　出場

猪谷　千春　スキー
昭和 27年（1952 年）第 6回冬季オスロオリンピック大会　出場
昭和 31 年（1956 年）第 7回冬季コルティナダンペッツォオリンピック大会　回転 2位
昭和 35 年（1960 年）第 8回冬季スコーバレーオリンピック大会　出場

篠原（旧姓 吉田）  礼子　体操
昭和 49年（1974 年）第 7回アジア大会（テヘラン）団体総合 3位　跳馬　優勝
昭和 51 年（1976 年）アメリカンカップ　個人総合 4位
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八木原　圀明
東京オリンピック 聖火リレーで廐橋から県庁まで聖火ランナーを務めた

佐藤　次郎　テニス
昭和 7・8年（1932・1933 年）ウインブルドン大会決勝に進む
昭和 8年（1933 年）世界ランキング第 3位（日本人最高記録）

堀越（旧姓 小暮）  保　漕艇
昭和 27年（1952 年）第 15 回ヘルシンキオリンピック大会フォア出場

荻原　健司　ノルディック複合
平成 4年（1992 年）アルベールビルオリンピック大会　団体優勝
平成 6年（1994 年）リレハンメルオリンピック大会　団体優勝
平成 4～7年（1992-1993・1993-1994・1994-1995 シーズン）
ワールドカップ・ノルディック複合　個人　総合優勝　世界初の 3連覇

神宮　敏男　フェンシング
昭和 49年（1974 年）第 7回アジア大会（テヘラン）
団体優勝 個人フルーレ優勝

小幡（旧姓 上武）  洋次郎　レスリング
昭和 39年（1964 年）第 18 回東京オリンピック大会　
　　　　　　　　　　フリースタイル・バンタム級　優勝
昭和 43 年（1968 年）第 19 回メキシコオリンピック大会　
　　　　　　　　　　フリースタイル・バンタム級　優勝

森田　武雄　レスリング
昭和 40年（1965 年）世界選手権大会（イギリス）　
　　　　　　　　　　フリースタイル・フェザー級　3位
昭和 44 年（1969 年）世界選手権大会（アルゼンチン）　
　　　　　　　　　　フリースタイル・フェザー級　優勝

高田　裕司　レスリング
昭和 49・50・52・54 年（1974・1975・1977・1979 年）
　　　　　　　　　　世界選手権大会　フリースタイル　52kg 級　優勝
昭和 51 年（1976 年）第 21 回モントリオールオリンピック大会　
　　　　　　　　　　フリースタイル　52kg 級　優勝
昭和 59 年（1984 年）第 23 回ロサンゼルスオリンピック大会　
　　　　　　　　　　フリースタイル　52 級　3位

金子　博　レスリング
昭和 48年（1973 年）ワールドカップ選手権大会　
　　　　　　　　　　フリースタイル　57kg 級　3位
昭和 57 年（1982 年）第 9回アジア大会（ニューデリー）
　　　　　　　　　　フリースタイル　62 級　優勝

原　徹　ウェイト
昭和 61年（1986 年）第 10 回アジア大会（ソウル）出場
昭和 62 年（1987 年）世界選手権大会（チェコ）　56kg 級　4位
昭和 63 年（1988 年）第 24 回ソウルオリンピック大会　出場

清水　善造　テニス
大正 6年（1920 年）ウインブルドン大会決勝に進み、惜しくも優勝を逃す
大正 10 年（1921 年）デビス杯チャレンジ・ラウンド決勝戦でチルデンと対戦、
　　　　　　　　　　歴史的な激闘を展開、惜敗。この年世界ランキング第 4位

相原　信行　体操
昭和 31年（1956 年）第 16 回メルボルンオリンピック大会　
　　　　　　　　　　団体総合 2位　個人（床 2位・つり輪 5位・平行棒 6位）
昭和 33 年（1958 年）モスクワ世界選手権大会　
　　　　　　　　　　団体総合 2位　個人（総合 6位・床 4位・つり輪 2位・跳馬 4位）
昭和 35 年（1960 年）第 17 回ローマオリンピック大会　
　　　　　　　　　　団体総合優勝　個人（床優勝・つり輪 5位・平行棒 4位）
昭和 37 年（1962 年）プラハ世界選手権大会　
　　　　　　　　　　団体総合優勝　個人（床優勝・つり輪 4位）

相原（旧姓 白須）  俊子　体操
昭和 35年（1960 年）第 17 回ローマオリンピック大会　団体総合 4位
昭和 37 年（1962 年）プラハ世界選手権大会　
　　　　　　　　　　団体総合 3位　個人（総合 10 位・床 6位）
昭和 39 年（1964 年）第 18 回東京オリンピック大会　
　　　　　　　　　　団体総合 3位　個人（総合 7位・跳馬 4位・段違平行棒 4位）

栗原（旧姓 中西）  みち　陸上競技
昭和 4・6・7年（1929・1931・1932 年）全日本選手権大会　80mハードル　優勝
昭和 7年（1932 年）第 7回ロサンゼルスオリンピック大会　
　　　　　　　　　  80mハードル出場・400mリレー 5位

滝　作子　陸上競技
昭和 26～28 年（1951～1953 年）全日本選手権大会（走高跳）　3連勝
昭和 27～31 年（1952～1956 年）国民体育大会陸上競技（走高跳）5連勝

金子　宗平　陸上競技
昭和 32年（1958 年）ユニバーシアード（パリ）円盤投　出場
昭和 33 年（1958 年）第 3回アジア大会（東京）円盤投　出場
昭和 34 年（1959 年）ユニバーシアード（トリノ）円盤投　出場
昭和 37 年（1962 年）第 4回アジア大会（ジャカルタ）円盤投　3位
昭和 39 年（1964 年）第 18 回東京オリンピック大会　円盤投　出場

八木　たまみ　陸上競技
昭和 49年（1974 年）第 7回アジア大会（テヘラン）　走高跳出場
昭和 53 年（1978 年）第 8回アジア大会（バンコク）走高跳　2位
昭和 54 年（1979 年）全米選手権大会　走高跳　2位

磯貝　美奈子　陸上競技
昭和 60・61・63 年（1985・1986・1988 年）日本選手権大会　走幅跳　優勝
昭和 61～平成元年（1986～1989 年）日本選手権大会　七種競技　4年連続優勝
日本記録保持者：走幅跳（6m58）・七種競技（5,537 点）・三段跳（12m60）

奥村（旧姓 黒岩）  美智子　スピードスケート
昭和 53年（1978 年）レークプラシット世界スプリント選手権大会　出場
昭和 56 年（1981 年）全日本スプリント選手権大会　総合優勝
昭和 56 年（1981 年）グルノーブル世界スプリント選手権大会　出場

黒岩　彰　スピードスケート
昭和 58年（1983 年）ヘルシンキ世界スプリント選手権大会　総合優勝
昭和 59 年（1984 年）第 14 回冬季サラエボオリンピック大会　出場
昭和 61 年（1986 年）軽井沢世界スプリント選手権大会　総合 3位
昭和 62 年（1987 年）ケベック世界スプリント選手権大会　総合優勝
昭和 63 年（1988 年）第 15 回冬季カルガリーオリンピック大会　500m　3位

川瀬　ゆかり　バレーボール
昭和 60年（1985 年）ジュニア世界選手権大会　準優勝
昭和 61 年（1986 年）アジアジュニア選手権大会　優勝
昭和 63 年（1988 年）ソウルオリンピック出場　4位

武田（旧姓 夜久）  雄爾　ボブスレー
昭和 57・60・61 年・平成元年（1982・1985・1986・1989 年）世界選手権大会　出場
昭和 59 年（1984 年）第 14 回冬季サラエボオリンピック大会　出場
昭和 63 年（1988 年）第 15 回冬季カルガリーオリンピック大会　出場

三宅　豊　ソフトボール
昭和 48年（1973 年）第 2回アジア大会（フィリピン）準優勝
昭和 55 年（1980 年）第 5回世界選手権大会（アメリカ）　出場
昭和 59 年（1984 年）第 6回世界選手権大会（アメリカ）　5位
昭和 60 年（1985 年）第 3回アジア大会（日本）優勝
昭和 60 年（1985 年）日本ソフトボール協会優秀選手賞受賞・選手第 1号殿堂入り

山崎　幸一　相撲
昭和 56年（1981 年）全日本学生選手権大会　個人優勝
昭和 56 年（1981 年）全日本学生相撲宇佐大会　個人優勝
昭和 59 年（1984 年）全日本選抜学生社会人対抗弘前大会　個人優勝
昭和 63 年（1988 年）第 43 回国民体育大会成年 1部 A　個人優勝

星野　美香　卓球
昭和 61年（1986 年）第 10 回アジア大会（ソウル）　
　　　　　　　　　　団体 3位　シングルス・女子ダブルス　3位
昭和 63 年（1988 年）ソウルオリンピック出場　団体 4位　ダブルス 4位
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